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大末建設、電気通信大学が建設現場地下ピット無人点検ヘビ型ロボットを共同開発

■背景

　建物の地下ピットは建物の電気配管、給排水設備等が配置される重要な部位で、大末建設では自社施工建物

の竣工前に地下ピット内の配管・設備の稼働状況やコンクリート打設状況の検査を行うことを義務付けています。地

下ピットは天井が低く、区画間の移動には「人通口」と呼ばれる狭い空間を点検員が通過する必要があることに加え

て、湿度、二酸化炭素濃度が高く酸欠危険場所に指定されているなど、精神的・肉体的に非常に負担の高い業務

環境になっています。大末建設では、点検員の業務環境の改善および業務の効率化を目的に、地下ピット内を自

律的に走行して撮影する無人点検ロボットの調査・研究に着手しました。

■共同研究の内容

　無人点検ロボットの開発に際しては、地下ピットの各区画を繋ぐ最大１ｍの高さを有する「人通口」の乗り越えを

最優先課題と捉え、段差乗り越えに強みを持つ電気通信大学大学院情報理工学研究科機械知能システム学専

攻の田中基康教授のヘビ型ロボットをベースに、二次元巡回と三次元人通口乗り越え機能を併せ持つ新規の自律

走行アルゴリズムを搭載したヘビ型ロボットの共同開発を行いました。

　二次元巡回では、ヘビ型ロボットの各関節部の浮上と接地の切り替えを活用して、自律走行で障害物を回避しな

がら区間内を移動し、内部の状態を撮影します。三次元人通口乗り越え機能では、適切な経路計画と速度制御

により、モータの過負荷や転倒を回避しながら自律的に人通口を通過する動作を実現しています。

■期待される効果

　建物の地下ピット内の点検員による目視点検が不要となるので、点検員の業務環境を改善することができます。ま

た、地下ピット内の点検用として新規に開発したヘビ型ロボットは、自律的に動作をし、遠隔操作が不要になるため、

業務の効率化を図ることが期待されます。

　 大末建設株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長　村尾和則、以下「大末建設」）と、国立大

学法人電気通信大学（東京都調布市、学長：田野俊一、以下「電気通信大学」）は、建設現場の地下ピット

内を自動的に点検するヘビ型ロボットを共同開発しました。

　今後は実証実験と改良を重ね、2023年度より大末建設の建設現場地下ピット点検に導入し、さらに地上階の

施工支援向け自律走行ヘビ型ロボットの共同研究にも取り組みます。
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